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① 6x2 +7x-3 
























乗じてー18 とする。 x2 の係数は 1 とする。］
② x2 +Sx-18 
［②式で因数分解をする。］
-5＋ふ7 -5-而




④ (X- ） (X- ） 12 -- 12 
-5＋ふ” -5-荷
［④式で (x-�)(x-12 " 12 
に6を乗ずる。］
-5+而 -5ー荷























まず， f(x)=ax豆 bx+c とおき， 二次方程式





f(x) = a(x-aXx-P) 
と書けるので， f(x) をさらに，
1 





1 ＝ー(X-aa)(X -aP) a 
1 ＝ー(X2-a(a+ P)X +a海）a 
1,,,.2 . -- b .,. . __ 2 C =-（X互 a !::....X+a �) 











① ax2 +bx+c 
② X互bX+ac





訳であるが， ここでは， X と Xは X=ax の関係
にある別々の変数として区別する。








= (X -aa)(X -ap) 
と因数分解される（②式から③式へ） 。
(X -aa)(X -ap) を 2 度 a で除すると，




a(x-a)(x-P) = f(x) 









学年 120 名， および B中学校（国立中学校）第 3
学年 180 名であった。 いずれの学校においても







て 3つの例に取り組む。 さらに， 3x2 +14x+8の
因数分解は未習内容であることを確認する。
学習活動 2. 3x2 + 14x+8 および 6x2 +Sx-4 に
ついて， ’'奇妙な’'因数分解の具体的手続きを示す。
学習活動3. 「 タネあかしその1」
3x2 +14x+8 について， ①式と②式をもとに




















































続いて別の例として， 6x2 +5x-4 の場合につ
いても同様に説明する。
学習活動3. 「タネあかし その1」
3x2 +14x+8 に ついて，
最初の式を y= 3x2 + 14x+8 と表し，
次の式を Y=x2 +I4x+24 と表す。
さらに区別を明確にするためにX を用いて，
y 2 =3x� +14x+8 
Y =X2 +I4X +24 
と表し， 両式を別々の色で表示する。
続いて以下のように (x,y) の数値の組を調べる。
,·=I のとき．1•= 25 
x=2(/）ときy=48
.<=3�)とき_v =77
さらに， （X,Y) の数値の話へ進む。 このとき， 意
図 的に (X,Y) の値を（3,75),(6,144),(9,23 1) とし
て， 以下のように示す：
y=3ぷ＋14x+8、 }’ =X'+I4X+24
.r y x y 
I 25 3 75 
2 48 <, 144 
3 77 9 231 
3x=X, 3y=J· 









④ (x+4)(x+;) 3 
⑤ (X+4)（3.Y+2) 





'- - - - ---------―' 
: r; •i• 14.X + 24 i②) 3x1+14x+8 =� 
、3‘’c-------------―’ 
国匹）iふ土）」』竺直(3x+2)
3 3 3 x
3 
④:- ―---------j: 2 : ＇― ------_----�-=：（X+4)（X+-）x3 =i(X+4)（3.r+2)i⑤ , 3, ’ー一-----------＇ '------------＇ 
3.、:=X. 3y=Y 











CD Jx2 + 14x+8 
② . ..-'+14...-+24 
(;；;(x+ 12)(.Y+ 2) 
2 ④(x+4)(x+ ;:-) 3 
⑤(x +4)(3x+ 2) 
I: = 3,＼·’+ 14.\· + 8, ｝ =．9· : •I i •IX •I• 24 
I’ l’ 
:....L_ : 
I 25 ; 05 
2 4� (, 144 




































y =Jr'+ l4x+8 























































































































(X+8)（X-3) •• 一 : (6x+8) (6x-J) ---- ------- = x6 
� ．  6 6 6 
(4), 
(5〉- - - - - - - - - - - - - ` ' ― - - - - - - - - - - - - - -�， ‘-” , 4 1', ＇ =!(x+�Xx--）ト6 ⇒(3x+4)（2x-l) ! 
�-----3----_24 
L------------ --4 
6x=X, · 6y=Y 
-9 \：、．、三喜;=，6x2 i- 5x •- 4 
②x五5X-24=（）の解 ①6:<+5x-4cc0の解













・中学 生が未習の 「f(x)」という表記や 「解と係
数の関係」という話題は使用しない。 （第2節後半
部 に述べたカラクリの解説は中学 生向けの記 述で
はないことに注意。 ）
一般的 に成 り立つ こ と を 示 す には ，
「ax2 +bx+c」 という数式表現も必要であるが，
そのためには第2節で述べたような高校レベルの
説 明 が 必 要 と な る 。 し た が っ て ，今 回 は
「 3 x2 + 14x+8」 のように係数が具体的な整数値
の場合のみの”解説’'とする。 さら に，第2節で紹
介した 「例2 6x→ 5x-3 の因数分解」 では， 途
中の因数分解の形が
-5+而 -5一面











・「タネあかし その2」 の場面では， 中学レベル
で未習の二次関数y =3 x2 + 14x+8を用いている。









数 分 解 を たやすく解く こ と が で き た 。 続く
3 x旦14x+8の因数分解が未習であることについ




3 x五 14x+8= (x+4)(3 x+2) 
と因数分解されるという結果を事前 に知らせた形
































味があっておもしろかった。グラフも1: 3, 1 : 
6になるという関係がありおもしろかった。」
・「 一見， 筋が通ってなさそうなのに， 実は相似の
関係があると知って， 数学のおもしろさは この
ようなことなんだろうと思った。」

























































Steckroth, J.(2015). Transformational 
approach to slip-slide factoring, 
Mathematics Teacher, 109(3), 228-234. 
（令和 2年 1 1 月 1 5 日受理）
- 64 -
